
第２部　第３章　日本の諸地域　近畿地方

教科書p.196〜209
問１ ［地図］を見て，各問いに答えなさい。
［地図］
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(1) ［地図］のＡの都市の雨温図はどれか，次のア～ウの中から一つ選び，記号で答えなさい。資
［雨温図］
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(2) ［地図］のＢ・Ｃの都市またはその周辺の地域の説明として正しいものを次のア～エから一つずつ選び，記号で答えなさい。知
ア．世界遺産に登録された美しい天守閣をもつ城があり，伝統的な町家が残る地区は景観形成地域に指定されている。
イ．この都市の北側の山地には世界遺産に登録された古道および神社があり，地元住民や企業による保全活動が行われている。
ウ．漁業がさかんな地域だが，代表的なズワイガニの漁獲量が減少したため漁獲量や時期，大きさ等を制限し，資源の回復に努めている。
エ．日本有数の工業地帯であるが，公害問題の発生から，地下水の利用制限など環境に配慮した各種の工夫を行うようになった。
問２　資料を見て，各問いに答えなさい。
(1) ［資料１］の読み取りとして正しいものを次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。資
ア．京都・奈良・滋賀３府県合計の文化財の数は，関東地方全体の数より多い。

イ．京都・奈良の文化財の合計は，日本全体の文化財の３割以上をしめている。

ウ．日本の文化財建造物のうち近畿地方だけでその半数以上をしめている。
エ．京都・奈良の文化財建造物はそれぞれ関東地方の文化財建造物より多い。
［資料１］ 地方別の文化財※の数（2014年）
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 ※国宝をふくむ重要文化財
(2)　次の２枚の写真の景観で，大きく変化したことを答えなさい（「人が多くなった」は除く）。資
［写真］ 2005年と2013年の二年坂のようす（京都市）
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(3) ［資料２］を見て，京都市では優れた都市景観を守るためにどのような政策をとっているか。基準，修理の二つの語句を使って，50字以内で説明しなさい。思
［資料２］ 京都市都市計画局が作成している「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みやこ),京)の景観ガイドライン」より作成

(4) ［資料３］の読み取りとして正しいものをア～エから一つ選び，記号で答えなさい。資
［資料３］ 琵琶湖の水質の変化
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ア．琵琶湖では1980年までは水質が向上し，一時悪化した時期もあったが，1985年以降は南湖，北湖とも徐々に水質が向上している。
イ．琵琶湖では1980年から1984年ごろにかけて水質向上がみられたが，1985年以降再び水質悪化の傾向がある。
ウ．琵琶湖では1980年ごろと1985年ごろに水質が向上した時期があったが，それ以降は南湖に比べて北湖のほうがより水質は悪化している。
エ．琵琶湖の水質は北湖と南湖とでは汚染の差がなく，1985年以降は北湖・南湖ともに水質が向上している。

市街地のほぼ全域で，地域の特性に合わせた高さの規定を定め，京都の優れた都市景観の保全・形成を図っています。





市街地のほぼ全域に，さまざまな地区を指定し，それぞれの地域の特性に合わせたデザイン基準を定め，京都の優れた都市景観の保全・形成を図っています。





屋上看板や点滅式照明，可動式照明を禁止するとともに，地区ごとの特性に応じて，屋外広告物の表示位置，面積，形態デザイン等に関する基準を定めています。





伝統的な建造物の外観の修理・修景※などに対する助成を行い，歴史的町並みの保全・再生を図っています。





※ 修景・・・景観をなおすこと









